
Ⅰ．施工管理 

Ⅰ．出来形　　　建築工事(新築）

Ⅰ．出来形　　　建築工事(改修）

Ⅰ．出来形　　　電気設備工事（新設）

Ⅰ．出来形　　　電気設備工事（改修）

Ⅰ．出来形　　　機械設備工事（新設）

Ⅰ．出来形　　　機械設備工事（改修）

Ⅰ．出来形　　　解体工事

Ⅱ．品　 質　　　建築工事（新築）

Ⅱ．品　 質　　　建築工事（改修）

Ⅱ．品　 質　　　電気設備工事（新設）

Ⅱ．品　 質　　　電気設備工事（改修）

Ⅱ．品　 質　　　機械設備工事（新設）

Ⅱ．品　 質　　　機械設備工事（改修）

Ⅱ．品　 質　　　解体工事

Ⅱ．品　　質　　（上記以外の工事又は合併工事）

Ⅲ．出来ばえ　

評 定 者 評 定 表 考 査 項 目 細　      別　（工　　　種）

検査員

検査員

検査員

検査員

　２．施工状況

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

別紙　５－３－６

別紙　５－３－７

別紙　５－３－８

別紙　５－４

別紙　６

検査員

検査員

検査員

検査員

検査員

検査員

検査員

検査員

検査員

別紙　５－２－４

別紙　５－２－５

別紙　５－２－６

別紙　５－２－７

別紙　５－３－１

別紙　５－３－２

別紙　５－３－３

別紙　５－３－４

別紙　５－３－５

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　８．修補指示等、９．総合評価履行確認

工 事 成 績 評 定 の 考 査 項 目 別 運 用 表   (建築・設備工事）

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

　３．出来形及び出来ばえ

検査員

検査員

検査員

検査員

検査員

別紙　５－１　　　　　　　　

別紙　５－２－１

別紙　５－２－２

別紙　５－２－３



別紙５－１

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 80％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

契約約款第１８条第１項第１号から５号に基づく設計図書の照査を行い、施工が
なされている。

施工計画書の記載内容と現場施工方法が一致している。

工事機材等の資料が整理され、管理されている。

品質確保のための対策など施工に関する独自の工夫が見られる。

施工管理について、監督員からの文書に
よる改善指示に従わなかった。

施工管理について、監督員がが文書によ
る改善指示を行った。

ｅ
２．施工状況 Ⅰ施工管理 施工管理が適切である 施工管理がほぼ適切である 他の評価に該当しない 施工管理がやや不備である 施工管理が不備である

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ａ ｂ ｃ ｄ

施工体制台帳、施工体系図が整備されている。

判断基準の該当項目が
６０％未満

上記該当あれば・・・ｄ

その他理由：

見本又は工事記録写真等の整理に工夫が見られる。

段階確認等が適時、的確になされている。

工事記録の整備が適時、的確になされている。

建設廃棄物、リサイクルへの取組みが適切になされている。

雇用者等の雇用形態に応じて、中小企業退職金共済、建設業退職金共済等の
制度に加入し、適正に処理されている。

作業分担と責任の範囲が書面で確認できる。

施工計画書と現場の施工体制が一致している。

品質管理体制が確立され、有効に機能している。

施工計画書が工事着手前に提出され、所定の項目が記載されているとともに、設
計図書の内容及び現場条件を反映したものとなっている。

工事の関係書類及び資料整理がよい。

管理基準等が作成され管理している。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－１

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

Ⅰ出来形　 出来形管理がやや不備であるｃより優れている

出来形の形状、寸法が設計値（設計図書）を満足している。

出来形の管理記録の整備が良好である。

出来形の管理方法に創意工夫がある。

提出書類が適切にまとめられている。

出来形管理が不備である
建築工事(新築）

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

施工図、承諾図等が設計図書を満足していることが確認できる。

考査項目 細別 ｄ ｅａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ
ｂより優れている やや優れている

判断基準の該当項目が
５０％未満

上記該当あれば・・・ｄ

(検査員)

出来形の性能、機能が設計値（設計図書）を満足している。

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

３．出来形及び出来ばえ

不可視部分となる出来形が工事写真、施工記録等により確認できる。

他の評価に該当しない優れている

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施している
ことが確認できる。

その他理由：

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－２

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

３．出来形及び出来ばえ Ⅰ出来形　 出来形管理がやや不備である 出来形管理が不備である
ａ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ｂ ｂ’ ｃ
優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

ｄ ｅ

提出書類が適切にまとめられている。

その他理由：

建築工事(改修）

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

施工図、承諾図等が設計図書を満足していることが確認できる。

不可視部分となる出来形が工事写真、施工記録等により確認できる。

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施している
ことが確認できる。

判断基準の該当項目が
５０％未満

上記該当あれば・・・ｄ

ａ’

出来形の管理記録の整備が良好である。

出来形の管理方法に創意工夫がある。

出来形の形状、寸法が設計値（設計図書）を満足している。

出来形の性能、機能が設計値（設計図書）を満足している。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－３

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

出来形管理がやや不備である 出来形管理が不備である
電気設備工事（新設）

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ
ｃより優れている３．出来形及び出来ばえ Ⅰ出来形　 優れている

現場における出来形が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

現場における出来形が良好で、施工の精度が高い。

その他理由：

ｂより優れている やや優れている 他の評価に該当しない

承諾図等が、設計図書を満足していることが確認できる。

施工図等が、設計図書を踏まえ検討され、満足していることが確認できる。

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施している
ことが確認できる。

判断基準の該当項目が
５０％未満

不可視部分の出来形が、工事写真、施工記録により、確認できる。

提出書類が適切にまとめられており、不足がない。 上記該当あれば・・・ｄ

竣工図が適切にまとめられており、確認できる。

関連工事とのすり合わせが適切である。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－４

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

上記該当あれば・・・ｄ

提出書類が適切にまとめられており、不足がない。

竣工図が適切にまとめられており、確認できる。

関連工事とのすり合わせが適切である。

その他理由：

やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない 出来形管理がやや不備である３．出来形及び出来ばえ

解体又は撤去工事がある場合、撤去対象物の範囲等が確認でき、適切に処分を
していることが確認できる。

Ⅰ出来形　 優れている ｂより優れている

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ
出来形管理が不備である

電気設備工事（改修）

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

承諾図等が、設計図書を満足していることが確認できる。

施工図等が、設計図書を踏まえ検討され、満足していることが確認できる。

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施している
ことが確認できる。

現場における出来形が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

現場における出来形が良好で、施工の精度が高い。 判断基準の該当項目が
５０％未満

不可視部分の出来形が、工事写真、施工記録により、確認できる。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－５

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

工事成績評定の考査項目別運用表

出来形管理がやや不備である３．出来形及び出来ばえ Ⅰ出来形　

建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ
出来形管理が不備である

機械設備工事（新設）

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

上記該当あれば・・・ｄ

竣工図が適切にまとめられており、確認できる。

関連工事とのすり合わせが適切である。

その他理由：

承諾図等が、設計図書を満足していることが確認できる。

施工図等が、設計図書を踏まえ検討され、満足していることが確認できる。

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施している
ことが確認できる。

現場における出来形が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

現場における出来形が良好で、施工の精度が高い。 判断基準の該当項目が
５０％未満

不可視部分の出来形が、工事写真、施工記録により、確認できる。

優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

提出書類が適切にまとめられており、不足がない。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－６

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

機械設備工事（改修）

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

承諾図等が、設計図書を満足していることが確認できる。

施工図等が、設計図書を踏まえ検討され、満足していることが確認できる。

施工計画書等で出来形の管理基準を設定し、計画に基づく管理を実施している
ことが確認できる。

現場における出来形が設計図書を満足し、適切な施工であることが確認できる。

現場における出来形が良好で、施工の精度が高い。 判断基準の該当項目が
５０％未満

不可視部分の出来形が、工事写真、施工記録により、確認できる。

３．出来形及び出来ばえ Ⅰ出来形　 優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない 出来形管理がやや不備である 出来形管理が不備である

上記該当あれば・・・ｄ

提出書類が適切にまとめられており、不足がない。

竣工図が適切にまとめられており、確認できる。

関連工事とのすり合わせが適切である。

その他理由：

解体又は撤去工事がある場合、撤去対象物の範囲等が確認でき、適切に処分を
していることが確認できる。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－２－７

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

上記該当事項があれば・・・ d 上記該当事項があれば・・・ ｅ

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ ｅ

解体工事

出来形の測定方法又は測定値が不適切
であったため、 監督員が文書で改善指示
を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第３１条
第１項、第３２条第２項に基づき破壊検査
を行った。

不可視部分となる出来形が工事写真、施工記録等により確認できる。

施工計画を設定して、適切に出来形管理をしている。

出来形の成果が、設計値（設計図書）を満足している。

各施工段階ごとの工事記録が工事写真施工記録により確認できる。

提出書類が適切にまとめられている。 判断基準の該当項目が
５０％未満

対象物の全てが撤去され、その廃棄物は適切な処分をしていることが確認でき
る。

３．出来形及び出来ばえ Ⅰ出来形　 優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない 出来形管理がやや不備である 出来形管理が不備である

上記該当あれば・・・ｄその他理由：

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－１

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

上記該当あれば・・・ｄ

その他理由：

品質管理がやや不備である
ａ ａ’

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ｄ

施工の品質･形状が適切であり、設計図書の内容を満足している。

不可視部分となる品質が工事写真、施工記録等により確認できる。

その他理由：

建築工事（新築）

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が適切である。 判断基準の該当項目が
５０％未満

品質の確認記録が適切にまとめられており、確認できる。

３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質 やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない
ｂ ｂ’ ｃ

優れている ｂより優れている

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

ｅ
品質管理が不備である

上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ
施工計画書に定められた品質計画により管理されている。

材料・製品の品質が施工図等により確認でき、設計図書の内容を満足している。

品質管理方法が明確で品質確保に創意工夫がある。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－２

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

上記該当あれば・・・ｄ

３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質 品質管理がやや不備である

(検査員)

考査項目 細別 ｄ ｅａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ
優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

施工計画書に定められた品質計画により管理されている。

材料・製品の品質が施工図等により確認でき、設計図書の内容を満足している。

施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が適切である。

不可視部分となる品質が工事写真、施工記録等により確認できる。

その他理由：

品質管理が不備である

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

品質管理方法が明確で品質確保に創意工夫がある。

上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

その他理由：

判断基準の該当項目が
５０％未満

品質の確認記録が適切にまとめられており、確認できる。

建築工事（改修）

施工の品質･形状が適切であり、設計図書の内容を満足している。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－３

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

品質管理が不備である
電気設備工事（新設）

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

機材の品質が、承諾図等により確認でき、設計図書を満足していることが確認で
きる。

機材の品質確認記録の内容が、適切であることが確認できる。

品質の確認結果が、分りやすく整理されていることが確認できる。

機材
上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ｄ ｅａ ａ’

施工の品質が適切であり、設計図書を満足していることが確認できる。

施工の品質が、試験や検査等の結果の記録により、優れていることが確認でき
る。

施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が、適切であることが確認
できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法が適切であり、記録の内容
が設計図書を満足していることが確認できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法に工夫がある。

３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質 品質管理がやや不備である

判断基準の該当項目が
５０％未満

上記該当あれば・・・ｄ

不可視部分となる品質が、工事写真、施工記録により確認できる。

中間検査や既済検査での工夫や良好な施工の品質が、継続して確認できる。

運転・点検上の表示及び危険箇所などの表示等が明確で解りやすい。

その他理由：

その他理由：

他の評価に該当しない
ｂ ｂ’ ｃ

優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている

施工

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－４

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質 品質管理がやや不備である

(検査員)

考査項目 細別 ｄ
ｃより優れている 他の評価に該当しない 品質管理が不備である

ｂ’ ｃ
優れている ｂより優れている やや優れている

施工の品質が適切であり、設計図書を満足していることが確認できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法が適切であり、記録の内容
が設計図書を満足していることが確認できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法に工夫がある。

不可視部分となる品質が、工事写真、施工記録により確認できる。

品質の確認結果が、分りやすく整理されていることが確認できる。

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

現地状況を勘案し施工方法等について提案を行うなど、積極的に取り組んでい
る。

その他理由：

その他理由：

ｅａ ａ’ ｂ

電気設備工事（改修）

施工

中間検査や既済検査での工夫や良好な施工の品質が、継続して確認できる。

運転・点検上の表示及び危険箇所などの表示等が明確で解りやすい。

既設設備の劣化状況をよく把握して、適切な対策を施していることが確認できる。

判断基準の該当項目が
５０％未満

施工の品質が、試験や検査等の結果の記録により、優れていることが確認でき
る。

施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が、適切であることが確認
できる。

上記該当あれば・・・ｄ

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

機材の品質確認記録の内容が、適切であることが確認できる。

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

機材 機材の品質が、承諾図等により確認でき、設計図書を満足していることが確認で
きる。 上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－５

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

ｅ
３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質 品質管理がやや不備である 品質管理が不備である

ａ ａ’考査項目 細別 ｄｂ ｂ’ ｃ

施工の品質が適切であり、設計図書を満足していることが確認できる。

施工の品質が、試験や検査等の結果の記録により、優れていることが確認でき
る。

施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が、適切であることが確認
できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法が適切であり、記録の内容
が設計図書を満足していることが確認できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法に工夫がある。

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

機材の品質確認記録の内容が、適切であることが確認できる。

品質の確認結果が、分りやすく整理されていることが確認できる。

機械設備工事（新設）

機材 機材の品質が、承諾図等により確認でき、設計図書を満足していることが確認で
きる。 上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ

施工 判断基準の該当項目が
５０％未満

上記該当あれば・・・ｄ

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

運転・点検上の表示及び危険箇所などの表示等が明確で解りやすい。

その他理由：

その他理由：

優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

不可視部分となる品質が、工事写真、施工記録により確認できる。

中間検査や既済検査での工夫や良好な施工の品質が、継続して確認できる。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－６

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

中間検査や既済検査での工夫や良好な施工の品質が、継続して確認できる。

施工の品質が、試験や検査等の結果の記録により、優れていることが確認でき
る。

施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が、適切であることが確認
できる。

機材の品質が、承諾図等により確認でき、設計図書を満足していることが確認で
きる。

判断基準の該当項目が
５０％未満

上記該当あれば・・・ｄ

品質管理が不備である
機械設備工事（改修）

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

機材
上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ

施工

機材の品質確認記録の内容が、適切であることが確認できる。

品質の確認結果が、分りやすく整理されていることが確認できる。

施工の品質が適切であり、設計図書を満足していることが確認できる。

建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ｄ ｅ

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法が適切であり、記録の内容
が設計図書を満足していることが確認できる。

システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法に工夫がある。

ａ
品質管理がやや不備である

不可視部分となる品質が、工事写真、施工記録により確認できる。

３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質
ｃ

優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

運転・点検上の表示及び危険箇所などの表示等が明確で解りやすい。

既設設備の劣化状況をよく把握して、適切な対策を施していることが確認できる。

工事成績評定の考査項目別運用表

ａ’ ｂ ｂ’

その他理由：

現地状況を勘案し施工方法等について提案を行うなど、積極的に取り組んでい
る。

その他理由：

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－７

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

３．出来形及び出来ばえ Ⅱ品　質 品質管理がやや不備である 品質管理が不備である
ａ ａ’考査項目 細別 ｄｂ ｂ’ ｃ

優れている ｂより優れている やや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

その他理由： 上記該当あれば・・・ｄ

その他理由：

上記該当があれば・・・ｅ
分別解体等再資源化等が、適切に実施されていることが確認できる。

再資源化等の完了確認及び発注者への報告が適切に行われていることが確認
できる。

判断基準の該当項目が
５０％未満

施工計画書に定められた品質計画により管理されていることが確認できる。

上記該当あれば・・・ｄ

建設廃棄物処理の委託契約書及びマニフェスト４票の写しが適切に備わってい
ることが確認できる。

解体工事

品質関係の測定方法又は測定値が不適
切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

ｅ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

各施工段階ごとの施工状況が施工計画書等に基づき適切であることが確認でき
る。

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－３－８

［記入方法］ 該当する項目の□にレマークを記入し、所見を枠内に記入する。

[評価対象項目]

　該当項目が 90％以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ ／ ＝ ％
　該当項目が 80％以上90％未満・・・・・・・・・・ ａ’
　該当項目が 70％以上80％未満・・・・・・・・・・ ｂ
　該当項目が 60％以上70％未満・・・・・・・・・・ ｂ’
　該当項目が 60％未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ

その他理由： 上記該当あれば・・・ｄ

品質管理が不備である

　（上記以外の工事又
は合併工事） 品質関係の測定方法又は測定値が不適

切であったため、 監督員が文書で改善指
示を行った．

高松市病院局工事請負契約約款第１７条
第２項若しくは第３項に基づき破壊検査を
行った。

その他理由：

上記該当あれば・・・ｄ 上記該当があれば・・・ｅ

優れている ｂより優れているⅡ品　質 品質管理がやや不備であるやや優れている ｃより優れている 他の評価に該当しない

その他理由：

その他理由：

その他理由：

工事成績評定の考査項目別運用表

判断基準の該当項目が
５０％未満

その他理由：

３．出来形及び出来ばえ

建築・設備工事

(検査員)

考査項目 細別 ｄ ｅａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ

その他理由：

その他理由：

① 当該「評価対象項目のうち、評価対象外の項目は削除する。 

② 削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率（％）計算の値で評価す

る。 

③ なお、削除後の評価対象項目が２項目以下の場合はｃ評価とする。 



別紙５－４

[記入方法] 該当する項目の□にレマークを記入し、ａ～ｄに○をつける。

※ 　該当 ６ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ５ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 ４ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当 ３ 項目以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

※ 　該当 ６ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ５ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 ４ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当 ３ 項目以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

※ 　該当 ３ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ２ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 １ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当項目無し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

ｂ ｃ ｄ
工　　　　種

全体的な完成度が優れている 全体的な完成度が良好である
細別

３．出来形及び出来ばえ

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

きめ細かな施工がなされ取り合いの納まりや端部まで仕上がりが良い。

既存部分や関連工事との調整がなされ全体に調和が良い仕上である

使い勝手や使用者の安全に対する配慮が適切である。

仕上がりの状態が良好で、作動状態も良好である。

色調が均一であり色むら等が無く、全体的な美観が良好である。

全体的な完成度が適切である 全体的な完成度が劣っている
Ⅲ出来ばえ

ａ
考査項目

材料、製品の割付けや通り等が良く、全体的な出来ばえが良好である。

建築工事（新築）

既存部分や関連施設との調整がなされ全体に調和が良い仕上げである。

使い勝手や使用者の安全に対する配慮が適切である。

仕上がりの状態が良好である。

解体工事

きめ細かな施工がなされ取り合いの納まりや端部まで仕上がりが良い。

既存部分や関連工事との 調整がなされ全体に調和が良い仕上である。

使い勝手や使用者の安全に対する配慮が適切である。

色調が均一であり色むら等が無く、全体的な美観が良好である。

材料、製品の割付けや通り等が良く、全体的な出来ばえが良好である。

保全に配慮した施工がなされている。

保全に配慮した施工がなされている。

建築工事（改修）

仕上がりの状態が良好で、作動状態も良好である。

きめ細かな施工がなされ取り合いの納まりや端部まで仕上がりが良い。



別紙５－４

[記入方法] 該当する項目の□にレマークを記入し、ａ～ｄに○をつける。

※ 　該当 ５ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ４ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 ３ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当 ２ 項目以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

※ 　該当 ６ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ５ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 ４ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当 ３ 項目以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れている。

環境負荷低減への対策や配慮が優れている。

運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている。

清掃・整理が十分になされている。

電気設備工事（新築）

全体的な完成度が適切である

建築・設備工事

全体的な完成度が良好である
３．出来形及び出来ばえ Ⅲ出来ばえ

きめ細やかな施工がなされている。

関連工事(工種)との調整がなされ、調和が良い仕上がりである。

工事成績評定の考査項目別運用表

きめ細やかな施工がなされている。

関連工事(工種)との調整がなされ、調和が良い仕上がりである。

考査項目 細別 工　　　　種
ｂ ｃ ｄ

全体的な完成度が優れている

(検査員)

全体的な完成度が劣っている
ａ

電気設備工事（改修）
機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れている。

環境負荷低減への対策や配慮が優れている。

運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている。

清掃・整理が十分になされている。

既設部分と関連設備との調整が適切で全体的に良い。



別紙５－４

[記入方法] 該当する項目の□にレマークを記入し、ａ～ｄに○をつける。

※ 　該当 ５ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ４ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 ３ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当 ２ 項目以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

※ 　該当 ６ 項目以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ａ
　該当 ５ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｂ
　該当 ４ 項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｃ
　該当 ３ 項目以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｄ

３．出来形及び出来ばえ Ⅲ出来ばえ

運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている。

清掃・整理が十分になされている。

既設部分と関連設備との調整が適切で全体的に良い。

全体的な完成度が劣っている

きめ細やかな施工がなされている。

関連工事(工種)との調整がなされ、調和が良い仕上がりである。

機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れている。

環境負荷低減への対策や配慮が優れている。

考査項目 細別 工　　　　種
全体的な完成度が優れている 全体的な完成度が良好である 全体的な完成度が適切である

工事成績評定の考査項目別運用表
建築・設備工事

(検査員)

ｄ

きめ細やかな施工がなされている。

関連工事(工種)との調整がなされ、調和が良い仕上がりである。

機械設備工事（改修）
機器又はシステムとして、運転状態が正常であり、性能が優れている。

環境負荷低減への対策や配慮が優れている。

運転操作及び保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている。

ｃ

機械設備工事（新築）

ｂａ

清掃・整理が十分になされている。



別紙６

[記入方法] 該当する項目の□にレマークを記入する。

①本評価項目は、｢高松市建設工事検査要領｣、｢高松市建設工事検査要領細則｣における修補の取扱いにより、｢不合格（修補指示を受けた
   場合）｣又は修補が受注者の責めにより期限までに完了しない場合は、上記により工事成績を減ずる措置を行う。
②修補期限までに完了しない場合は、修補指示を受けた場合の減点に加算するものとする。

９．総合評価履行確認
(1) 落札者の決定に反映された施工計画が履行できなかった場合又は落札者の決定に反映された配置予定技術者に係る評価と同等評価以上の

技術者を当該工事に配置しなかった場合の減点措置

　工事成績評定の減点値＝
{（Ａ―Ｂ）/Ａ}×{該当評価項目の評価点（入札時）／合計評価点（入札時）}×１０点

　Ａ：該当評価項目の評価点（入札時）
　Ｂ：該当評価項目の評価点（施工後の実施に係るもの）

配置予定技術者に係る評価にあっては、｢該当評価項目の評価点｣とあるのは、
｢配置予定技術者に係る評価項目の評定点の合計｣とする。

　※工事成績評定の減点値は小数点以下を四捨五入した値とする。

(2) 評価項目｢市内企業の活用｣において落札者の決定に反映された予定一次下請負等比率が、受注者の責めにより履行されなかった場合の減点措置

(3) 評価項目「登録基幹技能者の活用」において落札者の決定に反映された登録基幹技能者が当該職種に係る作業に従事していない場合又は監理技術者若しくは現場代理人と兼務している場合の減点措置

措 置 内 容 点　　数

　　　一律　　　　―3点 ―　　点

該当項目なし

措 置 内 容 点　　数

１．　２号修補指示を受けた場合

２．　３号修補指示を受けた場合

３．　１号修補期限までに完了しない場合

４．　２号修補期限までに完了しない場合

５．　３号修補期限までに完了しない場合

―１点

―３点

―１点　(加算）

該当項目なし
　　　一律　　　　―3点 ―　　点

―３点　(加算）

措 置 内 容

―　　点

該当項目なし

該当項目なし点　　数

点　　数

工事成績評定の考査項目別運用表
土木・建築・設備

(検査員)

考査項目

８．修補指示等

該 当 項 目 一 覧 表

措 置 内 容

―２点　(加算）


